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名古屋都市センターにて開催！
2026年11月10日（火）～29日（日）

2026年考古学の祭典

考古学フェア

連続歴史講座 春は弥富、秋は安城

土器に残された植物痕跡や石器から
みえてくる「環境」について考えます。

考古学フェア
2026年考古学の祭典

あいち埋文

サポーターズクラブ
会員募集中！ つぼひめ

年会費１,０００円！
会員限定の遺跡見学会など！
楽しい企画がたくさん！

つぼひめ

2026年11月10日（火）～29日（日）

　令
和
八
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
愛
知
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
地
で
の
発
掘
調
査
に

加
え
、さ
ま
ざ
ま
な
広
報
事
業
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　発
掘
調
査
で
は
、
愛
知
県
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
整

備
事
業
や
中
小
河
川
改
良
工
事
（
一
級
河
川
　鹿
乗

川
）、
設
楽
ダ
ム
建
設
な
ど
、
八
事
業
で
十
二
遺
跡
を

対
象
に
、
約
二
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
程
を
実
施
す
る

予
定
で
す
（
下
図
を
参
照
）。
そ
の
調
査
成
果
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
な
ど
で
紹
介
し
た

り
、
地
元
説
明
会
や
広
報
誌
で
調
査
の
状
況
や
結
果
を

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　一
方
、
弥
富
に
あ
る
調
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
掘
調

査
を
終
え
た
遺
跡
の
調
査
報
告
書
を
作
成
す
る
た
め

に
、
遺
跡
の
整
理
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
国

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
の
設
楽
ダ
ム
に
関
わ
る
下

延
坂
遺
跡
を
は
じ
め
、
四
事
業
の
五
遺
跡
を
対
象
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　続
い
て
、
広
報
活
動
で
す
が
、
今
年
も
以
下
の
六
事
業

を
実
施
す
る
予
定
で
す

◎
春
の
埋
蔵
文
化
財
展
　「や
と
み
新
発
見
展
二
〇
二
六
」

と
題
し
て
、
四
月
四
日
か
ら
四
月
十
七
日
ま
で
弥
富
の
調

査
セ
ン
タ
ー
の
二
階
に
て
、
令
和
七
年
度
の
発
掘
調
査
成

果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
保
存
処
理
が
終
了
し

た
名
城
公
園
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
田
舟
の
展
示
を
実
施
し

ま
す
。
田
舟
は
全
長
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
ヒ
ノ
キ
で
で
き

た
槽
で
す
。
使
用
方
法
な
ど
は
不
明
で
す
が
、
全
国
で
数

例
し
か
出
土
例
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
各
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
ば
か
り
の
遺
物
が

ま
と
め
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

◎
連
続
歴
史
講
座
　四
月
二
十
三
日
と
五
月
二
十
八
日

の
午
前
に
歴
史
講
座
を
開
講
い
た
し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
『
環
境
の
考
古
学
』。
今
年
度
も
、
春
は
弥
富
市
、

秋
は
安
城
市
で
の
歴
史
講
座
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

◎
秋
の
埋
蔵
文
化
財
展
　令
和
八
年
度
の
秋
に
、
調
査

セ
ン
タ
ー
の
特
別
公
開
に
合
わ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

◎
考
古
学
フ
ェ
ア
「
あ
い
ち
の
考
古
学
二
〇
二
六
」

今
年
度
も
十
一
月
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
金
山
に
あ

り
ま
す
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
愛
知

県
内
を
中
心
に
考
古
学
に
関
連
す
る
情
報
を
集
め
、
ポ

ス
タ
ー
展
示
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
行
う
「
考
古
学
セ

ミ
ナ
ー
」
と
、
考
古
学
を
楽
し
む
た
め
の
「
考
古
学
フ

ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
展
示
で
は
、
あ

い
ち
埋
文
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
発
表
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

◎
企
画
展
『
あ
い
ち
の
発
掘
調
査
二
〇
二
六
』
　令
和

九
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
あ
い
ち
朝
日
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
て
企
画
展
を
行
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
に
実
施

さ
れ
た
県
内
各
地
の
発
掘
調
査
成
果
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

　こ
の
ほ
か
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活
動
を
支
え
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
あ
い
ち
埋
文
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
遺
跡
見
学
会
や
土
器
作
成
実
験
、
木
製
品
の
保
存

処
理
体
験
な
ど
楽
し
い
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

令和８年度の調査予定遺跡
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②西地・東地遺跡

あま市
⑪川部遺跡

設楽町
①栢ノ久保遺跡

豊山町
⑤青山神明遺跡（防災）

岡崎市
⑫荒追遺跡

安城市
⑧中狭間遺跡

豊田市
④内山遺跡

岩倉市
⑦寺田遺跡

豊山町
⑥青山神明遺跡（道路）

安城市
⑨亀塚遺跡
安城市
⑩向田遺跡

4/4(土 )か
ら

4/17(金 )

春の埋蔵文化財展『やとみ新発見展 （゙しんはっけんでん）！ 202６』　＆　春の特別公開　
　☆昨年度の発掘調査成果について、今年度最初に展示解説を行います。また、特別にセレクトした逸品の遺物を特別公開します！
　☆4月 4日（土）と 5日 ( 日 ) は特別開館します。4月 11 日 ( 土 )、12 日 ( 日 ) は閉館。　予約不要・入場無料どなたでも

連続歴史講座『環境の考古学』　　全 4回　　春：弥富市で開催！　秋：安城市で開催！　
　☆「環境」に焦点を当て、土器から採取した植物圧痕や石器などから環境と社会の関係を考えていきます。
　会場：愛知県埋蔵文化財調査センター　２階研修室　時間：午前 10 時 30 分から正午まで　　　各講座５０名
　①  ４月 23 日（木）　「土器の中のタネを読む　-土器圧痕からみた縄文時代の植物利用 -」　　柳原　麻子
　②  ５月 28 日（木）　「石器から読み解く！先史時代の資源獲得戦略！　-設楽地域の遺跡を中心として -」　  田中　良

令和８年度考古学フェア『あいちの考古学 2026』　予約不要・参加費無料
   ☆愛知県内と近隣の情報を手に入れることができるビックイベント！　　日時：11 月 10 日（火）～29 日（日）
　　会場：名古屋都市センター　( 金山南ビル )== 詳細が決定次第HPにておしらせします。大人向き

秋の埋蔵文化財展　☆イベントを開催予定　予約不要・入場無料
会場：愛知県埋蔵文化財調査センター　２階

どなたでも

どなたでもお楽しみできます！ 大人の方を対象としています！令和８年度　イベント案内

秋

11

未定

10（火）
から
29（日）

４
・
5

１
〜
３

1 月 16 日
から
3月 7日 どなたでも

企画展　「あいちの発掘調査 2026」　予約不要・入館料が必要
　☆あいち朝日遺跡ミュージアムの委託事業として、2025 年度に実施された県下の発掘調査成果の速報展を開催します。　

　==詳細が決定次第HPにておしらせします。

4/23
（木）

5/28
( 木 )

大人向き

あいち埋文サポーターズクラブ募集のお知らせ！　　　　☆年会費　1,000 円で考古学を楽しみましょう！
　　愛知県埋蔵文化財センターの発掘調査現場の見学会や、土器づくりや保存処理体験などの楽しいワークショップを企画してい
ます。
　年度終了時には、サポーターズクラブ用の特別ペーパークラフトとクリアファイルをお届けします。

円
窓
付
土
器

手
焙
り
形
土
器

器

　台

埴

　輪

古　　墳　　時　　代　　　　　　　　　　弥　　生　　時　　代

春の特別公開 2026

？

2026 年 4月 4日（土）～４月 17 日（金）

愛知県埋蔵文化財調査センター

？

”2026

2026.4.4（土）～4.17（金）
（4.11（土）・12（日）は休館）

開館時間 午前９時～午後４時  入館無料

会場 愛知県 蔵文化財調査センター

【断夫山古墳】
【牛牧遺跡】

【高坂遺跡】

同
時
開
催

【一色青海遺跡】

4月 4日 （土） ・ 5日 （日） は

特別開館日

火起こし体験　と　展示解説

を実施します。

収
蔵
庫
に
眠
る

「ナ
ゾ
多
き
も
の
た
ち
」

を
展
示
す
る
よ
。

使
い
方
を

考
え
て
み
て
ね
。

て

　
　あ
ぶ

ま
る
ま
ど
つ
きき

　
　
　だ
い

は

　に

　わ

山
茶
ワ
ン
！

【川田遺跡】

発行：公益財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター
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令
和
七
年
度
の

令
和
七
年
度
の

発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て

発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て

中
世
の
土
坑
と

杭
列
が
出
土

船ふ
な
ば
し橋

宮み
や
う
ら裏

遺
跡

　

（
稲
沢
市
船
橋
宮
裏
町
）

　

標
高
２
・
５
メ
ー
ト
ル 

ほ
ど

の
三
宅
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上

に
立
地
し
て
い
ま
す
。
中
世
の

土ど

こ

う坑
と
杭く

い
れ
つ列

が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
杭
列
は
十
本
以
上
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
４
本

は
南
北
方
向
に
並
ん
で
見
つ
か

り
ま
し
た
。
遺
物
で
は
山や

ま
ぢ
ゃ
わ
ん

茶
碗

片
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
前
期
初
頭

集
落
居
住
域
の
調
査

廻は

さ

ま間
遺
跡

　

（
清
須
市
廻
間
）

　

遺
跡
は
、
標
高
３
メ
ー
ト
ル 

前
後
、
五
条
川
右
岸
の
沖
積
低

地
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
古
墳

時
代
前
期
初
頭
の
遺
構
と
し
て

は
、
土ど

こ

う坑
と
柱
穴
跡
が
主
体
で

あ
り
、
Ｓえ

す

じ字
甕が

め

な
ど
土は

じ師
器き

が

ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
ま

す
。
中
世
の
遺
構
・
遺
物
も
多

く
、
結ゆ

い
お
け桶

設
置
の
井
戸
は
、
清

洲
城
下
町
遺
跡
に
お
け
る
後
期

城
下
町
期
（
江
戸
時
代
初
期
）
に

属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

豊
山
町
の
新
た
な
歴
史
が
多
数
発
見

青あ
お
や
ま山

神し
ん
め
い明

遺
跡
（
豊
山
町
青
山
神
明
）

　

遺
跡
は
標
高
約
10
メ
ー
ト
ル
、大
山
川
と
中
江
川
に
挟
ま
れ
た
、

北
東
部
か
ら
の
低
位
段
丘
上
に
あ
り
ま
す
。
古
墳
時
代
や
古
代
の

集
落
跡
、
中
世
の
集
落
・
墓
地
関
係
の
遺
構
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て

調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
草
創
期
の
有ゆ

う
ぜ
つ舌

尖せ
ん
と
う
き

頭
器
も
見
つ

か
り
、
こ
の
時
代
、
当
地
が
狩
猟
場
で
あ
っ
た
様
子
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

近
世
成
瀬
家
屋
敷
跡

と
近
代
中
・
高
等
教

育
の
場

西に
し
ふ
た
ば

二
葉
町

ち
ょ
う

遺
跡

　
（
名
古
屋
市
東
区
白
壁
二
丁
目
）

　

遺
跡
は
、
標
高
15
・
５
メ
ー

ト
ル
、
名
古
屋
台
地
の
北
縁
に

立
地
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

で
は
、
地ち

か下
室む

ろ

や
庭
関
係
遺
構

な
ど
、
成な

る

せ瀬
隼

は
や
と
し
の
し
ょ
う

人

正
中な

か
や
し
き

屋
敷

地
の
裏
の
様
子
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、近
代
以
降
で
は
、

旧
制
愛
知
県
立
第
一
中
学
校
を

は
じ
め
と
す
る
各
学
校
基
礎
跡

の
ほ
か
、
学
校
の
用
具
・
器
具

な
ど
が
一
括
し
て
捨
て
ら
れ
た

遺
構
が
、
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

墳

丘

の

消

え

て

し

ま
っ
た
古
墳
群
発
見

内う
ち
や
ま山

遺
跡

　

（
豊
田
市
秋
葉
町
十
丁
目
）

　

遺
跡
は
、
標
高
約
60
メ
ー
ト

ル
、「
鵜う

の
首く

び

」
と
呼
ば
れ
る

矢
作
川
が
す
ぼ
ま
り
狭
く
な
っ

た
地
点
の
西
岸
丘
陵
上
に
あ
り

ま
す
。
墳
丘
は
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
痕
跡
か
ら
い
ず
れ

も
円
墳
と
考
え
ら
れ
る
古
墳
が

３
基
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の
一
基
の
石
室
の
あ
っ
た

場
所
か
ら
は
、
石
製
管く

だ
た
ま玉

・
棗

な
つ
め

玉だ
ま

・
琥こ

は

く珀
玉だ

ま

・
ガ
ラ
ス
小こ

だ

ま玉
が
、

ま
と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。

古
墳
時
代
前
期
の
祭

祀
場
と
古
代
耕
作
地

姫ひ
め
し
た下

遺
跡

　

（
安
城
市
桜
井
町
・
川
中
町
）

　

遺
跡
は
標
高
８
メ
ー
ト
ル
、

矢
作
川
下
流
域
の
鹿
乗
川
左
岸

の
沖
積
地
に
立
地
し
て
い
ま

す
。特
に
注
目
さ
れ
る
遺
構
は
、

南
側
調
査
区
で
見
つ
か
っ
た
古

墳
時
代
前
期
の
流り

ゅ
う
ろ
あ
と

路
跡
と
井せ

い
せ
ん泉

で
す
。
北
側
調
査
区
は
、
自し

ぜ

ん然

堤て
い
ぼ
う防

の
縁
辺
部
か
ら
後こ

う
は
い背

湿し

っ

ち地

に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

調
査
区
の
北
側
で
は
畑
が
営
ま

れ
、
南
の
湿
地
で
は
水
田
が
営

ま
れ
た
よ
う
で
す
。

墓
域
・
集
落
域
の

北
端
を
確
認

中な
か
は
ざ
ま

狭
間
遺
跡

　

（
安
城
市
姫
小
川
町
ほ
か
）

　

遺
跡
は
、
標
高
約
10
メ
ー
ト

ル
、
碧
海
台
地
東
縁
部
か
ら
沖

積
地
に
展
開
す
る
鹿
乗
川
流
域

遺
跡
群
の
北
群
に
あ
り
ま
す
。

調
査
で
は
、
古
墳
時
代
か
ら
平

安
時
代
の
溝
や
土ど

こ

う坑
・
柱
穴
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
下
面

調
査
で
見
つ
か
っ
た
不
明
遺
構

は
、
断
面
か
ら
、
自
然
の
地
形

の
傾
斜
、
も
し
く
は
当
時
の
ヒ

ト
の
足
跡
が
集
中
し
て
凹
ん
だ

場
所
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

古
代
の
方
形
区
画
と

中
近
世
の
屋
敷
跡

萱か

や

の野
遺
跡

　
（
豊
橋
市
石
巻
本
町
）

　

遺
跡
は
、
標
高
約
20
メ
ー
ト

ル
、
豊
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
縁

辺
部
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
注

目
す
べ
き
は
、調
査
区
北
端
の
、

二
条
の
溝
に
囲
ま
れ
た
、
巨
大

な
古
代
の
方
形
区
画
で
す
。
特

別
な
区
画
と
考
え
ら
れ
、
な
か

に
掘ほ

っ

立た
て

柱
ば
し
ら

建た
て
も
の物

跡
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
調
査
区
全
体
は
、

溝
・
掘
立
柱
建
物
跡
・
土ど

こ
う坑

な
ど

か
ら
な
る
、
中
世
末
〜
近
世
の
屋

敷
地
跡
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

は
、
令
和
七
年
度
に
、
尾
張
地
域
で

五
遺
跡
、
三
河
地
域
十
遺
跡
で
発

掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

十
一
遺
跡
に
つ
い
て
調
査
成
果
を
ご

く
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

古
墳
時
代
前
期
初
頭

集
落
跡
北
端
を
確
認

土つ

ち

だ田
遺
跡

　

（
清
須
市
西
市
場
）　

　

遺
跡
は
、
標
高
３
メ
ー
ト
ル

前
後
、
五
条
川
右
岸
の
沖
積
低

地
に
立
地
し
て
い
ま
す
。中
世
・

近
世
の
遺
構
が
多
い
も
の
の
、

古
墳
時
代
の
竪た

て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

穴
建
物
跡
二
基

と
溝
・
土
坑
な
ど
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
調
査
区
北
端
に
は
古

墳
時
代
前
期
初
頭
頃
の
落
ち
込

み
が
あ
り
、
急
勾
配
で
深
く
落

ち
込
む
こ
と
か
ら
、
集
落
の
北

限
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

縄
文
集
落
跡
の
調
査

下し
も

延の
べ
さ
か坂

遺
跡

　

（
設
楽
町
川
向
）

　

遺
跡
は
標
高
約
400
メ
ー
ト

ル
、
境
川
の
右
岸
河
岸
段
丘

か
ら
山
麓
の
丘
陵
斜
面
に
立

地
し
て
い
ま
す
。
調
査
で

は
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
の

竪た
て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

穴
建
物
跡
・
土ど

こ
う坑

・
集

し
ゅ
う
せ
き石

遺

構
な
ど
か
ら
な
る
集
落
跡
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。土
器
の
ほ
か
、

石せ
き
ぞ
く鏃

・
打だ

製せ
い
き
せ
ふ

石
斧
・
磨ま

せ
い
せ
き
ふ

製
石
斧

な
ど
の
石せ

っ
き器

や
、
石せ

き
ぼ
う棒

・
軽か

る
い
し石

穿せ
ん
こ
う
ひ
ん

孔
品
な
ど
の
石せ

き
せ
い
ひ
ん

製
品
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。

古
代
包
含
層
を
確
認

向む
か
い
だ田

遺
跡

　

（
安
城
市
姫
東
町
）

　

遺
跡
は
標
高
８
メ
ー
ト
ル
、

矢
作
川
下
流
域
の
鹿
乗
川
左
岸

の
沖
積
地
に
立
地
し
て
い
ま

す
。
調
査
区
北
東
端
で
は
流
路

跡
の
岸
端
が
見
つ
か
り
、
流
路

跡
の
外
で
は
、
古
代
の
遺い

ぶ

つ物

包ほ
ん
が
ん
そ
う

含
層
と
遺
構
群
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

熱田区

港区

千種区
東区

北区
西区

中村区
中区

昭和区

瑞穂区中川区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区

設楽町

南ヶ岳遺跡

設楽町

下延坂遺跡

設楽町

境川林道遺跡

名古屋市東区

西二葉町遺跡

設楽町

上戸神遺跡

豊山町

青山神明遺跡（道路）

稲沢市

船橋宮裏遺跡

豊橋市

萱野遺跡

豊山町

青山神明遺跡（河川）

安城市

姫下遺跡、向田遺跡、亀塚遺跡

安城市

姫下遺跡　中狭間遺跡 豊田市

内山遺跡

清須市

廻間遺跡、土田遺跡

豊山町

青山神明遺跡（防災）

事業主体 事　業　名 遺　跡　名 調査面積
（㎡）

調査期間 調査担当

国土交通省　　
中部地方整備局

豊橋河川事務所 矢作川鵜の首地区水位低下対策事業 内山遺跡 1,631 令和７年11月～令和８年３月

設楽ダム
工事事務所

　設楽ダム

下延坂遺跡 706 令和７年 5月〜７月

境川林道遺跡 44

南ヶ岳遺跡 30

上戸神遺跡 104

愛知県建設局

道路建設課

(一)津島稲沢線道路改良工事 船橋宮裏遺跡 197 令和７年11月～令和8年1月

防災拠点周辺道路整備工事 青山神明遺跡 3,171 令和７年５月～令和８年３月

名鉄新清洲駅付近鉄道高架事業
の本線工事・仮線工事（側道工事あり） 令和７年７月〜令和８年３月

道路改良工事(交付金)(主)東三河環状線
(石巻本町当古工区)

　
萱野遺跡 5,985

河川課

中小河川改良事業・総合治水対策特定
河川事業(一級河川大山川)

青山神明遺跡 5,041

中小河川改良事業(一級河川鹿乗川)

1,965

姫下遺跡、向田遺跡、亀塚遺跡

姫下遺跡、向田遺跡、
中狭間遺跡

280

愛知県防災安全局 防災危機管理課 愛知県基幹的広域防災拠点整備事業 青山神明遺跡

愛知県教育委員会 財務施設課 明和高等学校校舎建築等工事 西二葉町遺跡 3,646

令和７年度の調査総面積は34,796㎡

 

令
和
７
年
度

　

　発
掘
調
査
遺
跡
位
置
図

樋上・川添・柳原

樋上・河嶋・水野

樋上・河嶋・水野

樋上・河嶋

樋上・水野

樋上・水野

樋上・水野

堀木・柳原

鈴木・梶田

永井宏・茶谷

永井宏・早野・小柳

永井宏・早野・小柳

鈴木・酒井・池本・
中里・梶田

堀木・川添・柳原

令和７年 5月〜７月

令和７年 5月〜７月

令和７年 5月〜７月

令和７年10月〜令和８年２月

令和７年５月〜９月

令和７年８月〜令和８年３月

令和７年８月〜９月

令和７年５月〜令和８年３月

令和７年５月〜11月

廻間遺跡、土田遺跡

10,181

1,815

わたしたちは

あいちの歴史を

掘り起こす

調査研究機関です。

←湧水位置←湧水位置

約１ｍ約１ｍ

区画内の建物跡

溝の推定位置（破線）

今回の調査で確認できた部分
溝の間の幅：約 4.5m

約 2.7m

約 2.3m

区画の１辺の長さ：約 17m

ガラス小玉ガラス小玉 石
製
管
玉

石
製
管
玉

Ｓ字甕出土状態【古墳時代】Ｓ字甕出土状態【古墳時代】結桶設置の井戸【中世】結桶設置の井戸【中世】

調査区全景調査区全景

井戸 完掘の様子【中世】井戸 完掘の様子【中世】

須恵器が出土した井戸【古代】須恵器が出土した井戸【古代】

掘立柱建物跡【古代】掘立柱建物跡【古代】

池状遺構【近世】池状遺構【近世】

愛知一中 徽章【近代】愛知一中 徽章【近代】

古墳群の様子【古墳時代】古墳群の様子【古墳時代】玉類の出土【古墳時代】玉類の出土【古墳時代】

井泉【古墳時代初頭〜前葉】井泉【古墳時代初頭〜前葉】

土器出土の様子【縄文時代】土器出土の様子【縄文時代】

方形区画の様子【古代】方形区画の様子【古代】須恵器長頸瓶【古代】須恵器長頸瓶【古代】




